地域密着型サービス　運営推進会議　報告書
施設名：デイサービスセンターやまもも
施設種類：（介護予防）認知症対応型通所介護
日　　時：令和７年１月３０日　　　　１４時～１５時１５分
会　　場：グループホームはなんばの里
	利用者代表
	０人
	有識者
	０人

	利用者家族
	１人
	高齢者あんしん支援センター職員
	０人

	地域住民の代表
	２人
	出雲市職員
	１人

	その他（潮風苑施設長、はなんばの里施設長（所長）、生活相談員）
	３人


出席者
（人数）
　　　　　　
　　　　　　　
（議題）
１．利用者状況報告
２．活動状況報告
３．今後の行事予定について
４．次年度事業について
（報告・説明事項）※デイサービスセンターやまももに関するもの
	利用者の状況報告
	・現利用者数（11名）、利用者状況（性別、介護度、年齢、住所地）、基本利用パターン

	活動状況報告
	・6月～12月に実施した主な行事・活動の報告
〔菖蒲見学・かたら団子作り（6月）、ハス見学（7月）、ひまわり見学（8月）、運動会・田儀祭り見学（10月）、紅葉見学（11月）、イチョウ見学・クリスマス会（12月）

	今後の行事予定に
ついて
	・節分会（2月）、ひなまつり会・誕生会（3月）、お花見（4月）

	苦情対応について
	・1月10日にあった苦情（連絡帳の入れ間違い）及びその対応についての報告

	次年度事業について
	・次年度事業（行事・活動等）に関する法人・施設の考えについて
・次年度事業に対する委員からの意見・要望の聞き取り


（会議の内容…評価、要望、意見、助言等）
〇　地域住民の代表より
　　利用者の構成を見ても女性が多いですが、はなんばの里の入所待機者は女性ばかりですか。また、やまももは待機者がいますか。
⇒　施設より
　　4名のうち１名は男性です。やまももは入所施設ではありませんので待機者はいませんが、この資料で説明させていただいた利用者数よりも現時点では減っています。
〇　地域住民の代表より
　　やまももの利用者の定数は何人ですか。また、職員は何人いないといけないなど決まりがありますか。職員数は充実していますか。
⇒　施設より
　　最大で１２名の利用者の受け入れができます。しかし、現在、一日の利用者数は多くてもその半分程度なので職員が足りていないということはありません。施設によってそれぞれ一日に勤務する職種と人数が決まっています。やまももは生活相談員を１名以上配置し、それに加え機能訓練指導員を１名以上、介護職員もしくは看護職員も１名以上の配置が義務付けられているため、少なくとも３名以上は職員を確保しておかなければなりません。
●苦情対応について
苦情対応について
令和7年１月１０日（金）デイサービスセンターやまももにてご家族より苦情があり、対応いたしました。内容は以下の通りです。
　
【内容】
	１月１０日（金）
１７時５５分
同居家族からの苦情
	「鞄に違う方の連絡帳が入っていました。やまももに電話しましたが繋がらなかったので、居宅に連絡しました。個人情報なので取り扱いには十分に気をつけてください。」という内容で一報がある。
電話を受けたケアマネは苦情受付担当者宛にFAXにて「丁重に謝罪をしておきましたが、やまももからも早急に連絡してください。」という内容をやまももに送ったが、その日は職員全員退勤しており、確認・謝罪には至らず。
連絡帳の入れ間違えは同じ苗字の方同士であった。

	１月１１日（土）
８時３０分頃
対応した職員から家族への謝罪
	出勤してきた苦情受付担当者がFAXを確認し、ミスしてしまった職員に用紙を渡し、その職員からご家族にお断りの電話をした。
その日の夕方、送りの時に再度お断りをし、本人の連絡帳を返却した。
朝夕共にご家族から「今後は気をつけてください。」等のお言葉を頂いている。

	１月１５日（水）
	非営業日

	１月１4日（火）
　　16日（木）

	苦情内容について経緯を確認し、今後の対応について勤務している常勤職員２名（苦情受付担当者を含む）と所長で話し合いをした。
今後は二人で連絡帳を確認しながら入れ、また、同じ苗字の利用者についてはシール等で違いが判るようにし、再度、同じことが起きないよう努めることとした。

	１月１７日（金）
８時４０分頃
所長から家族への謝罪
	迎え時、所長が同行し、改めてご家族にお断りをした。「職員から報告を受け事実確認をしました。連絡帳については二人で確認をし、間違えないようにいたします。大変申し訳ありませんでした。今後も引き続き利用していただけるようお願いいたします。」と謝罪。
ご家族からは「そのようにお願いします。」とお言葉を頂いた。


〇　施設より
　　苦情解決実施要領に則って苦情解決へ向けた取り組みを行っていますが、苦情に関する事柄は重要事項説明書にも掲げています。苦情解決責任者は所長であり、苦情受付担当者は生活相談員を１名あてています。本来であれば苦情受付担当者が苦情を受け付け状況確認を行います。そして対処方法を考え、改善状況を苦情解決責任者に報告する仕組みになっています。ケースによっては、すぐに解決できないこともありますが、その場合には第三者委員に入っていただく仕組みとしています。今回は事業所内で解決できたケースです。田儀の施設で苦情が出たのは初めてのことだと思います。
〇　地域住民の代表より
　　苦情があったその日にやまももから謝罪がなかったことに対して、何も言われませんでしたか。
⇒　施設より
　　そのことについては何も言われませんでしたが、翌日、事業所から謝罪した時には厳しいお言葉もいただきました。
〇　地域住民の代表より
　　居宅のある小田の方に連絡が入っているが、施設長には連絡が行かないのですか。また、FAXではなく電話で報告した方が確実だと思うのですが。
⇒　施設より
　　通常はやまももが不在の時は、施設長が居るはなんばの方に電話を転送する仕組みとなっていますが、この日は電話の切り替えができていなかったのか、はなんばに連絡が入ることはありませんでした。電話で直接、たき居宅から施設長に連絡をすればよかったのかもしれませんが、たき居宅に報告された時に丁重に謝罪されていることもあり、ご家族の電話での様子も鑑みてFAXで連絡されたのかもしれません。対象のご利用者はたき居宅を利用されていますが、たき居宅でなく他の居宅介護支援事業所のケアマネさんであれば、当日に報告してくれなかったかもしれません。たき居宅が同じ法人として対応してくれたのが良かったと思います。もちろん、事業所とご利用者の双方だけでは解決できないような重大なケースの場合には、直接施設長に連絡をすると思います。この取り組みで良かったかどうかは分かりませんが、たき居宅には今回の会議でのご意見も報告しておきます。
〇　地域住民の代表より
　　いろいろなケースがあると思いますが、様子をみてではなくちゃんと施設長に報告できる体制があればいいですね。
⇒　施設より
　　今回のケースは、苦情受付担当者が役割を認識できていなかったことにおいて、反省すべき点　　があったかと感じます。いち早く解決に向けて取り組むために、指導や教育をしっかり行っていかなくてはならないと反省しています。事業者内のチームワークや組織の在り方など今後も指導していき、ご利用者やそのご家族に満足して利用していただけるようにしていきたいと思います。
●次年度事業について
〇　施設より
　　次年度は介護報酬改定等の見直しもないため、田儀の施設は大きく変わることはありません。近年、介護報酬改定に伴い、研修自体も必ずしなくてはならないものが増え、はなんばややまももでも職員会議を利用して施設内研修を行っていますが、研修項目の多さに追い付かない状況となっています。時間や人員の関係で、外部に出掛けたくても思うように出掛けてはいけない現状がある中で、効率よく研修を受けることができるようにしていかなければいけません。そこで、多伎の郷では年間契約をし、昨年の１０月からどの事業所でもインターネットで研修を受けることができるようにしました。各事業所のパソコンを使用したり家で各個人のスマートフォンを使用し、いつでも好きな時間に動画を見て学ぶことができます。研修項目は多岐にわたり、数もかなり多くあります。職員のスキルアップを図ったり、長年の経験者でも介護技術の振り返りや最新の情報が把握できたりしています。
　　施設内での飲食についても、以前は行事などご家族や地域の方に参加していただいて、飲食を共にしていましたが、現在は感染予防対策として禁止しています。法人全体として考えていかなければなりませんが、また３月に事業計画の中で示していきたいと思います。
〇　地域住民の代表より
　　個人のスキルアップが図れることは解りましたが、資格取得には役立ちますか。
⇒　施設より
　　資格取得のための研修動画も多くあります。これまでは参考書など個人が購入して勉強し、資格取得に向けて取り組んでいましたが、これからはこのインターネットでの動画を参考にして勉強することが可能となりました。計画的にこの研修を受ければ個人的なスキルは上がっていくと思うのですが、私たちはチームで仕事をしています。知り得た知識をどのように仲間と共有していき、事業所全体としてスキルアップできるかが課題だと思っています。
